
軽量鋼管が認証取得
鋼管技術研究会

消火設備で適用へ

ク
ボ
タ
建
設
　

呼
び
径

に
も
対
応

サ
イ
ト
コ
ネ
ク
ト
Ⅱ
発
売

呼
び
径

・
１
０
０
用︵
左
上
︶と

ハ
ン
ド
ル
を
装
着
し
た
呼
び
径
１
５
０
用
の
チ


ク

泉佐野市で
管　路　Ｄ　Ｂ
栗本ら特定ＪＶが受注

コ
ロ
ナ
対
応
を
共
有

調査研究　コロナに配慮

オンラインを併用、委員間にはパーティションを設置

Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
浄
水
技
術
委
員
会

各
種
事
業
の
進
捗
報
告

新
厚
労
科
研
に
着
手

説
明
に
立
つ
島
本
理
事
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水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ

︵
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ

安
藤
茂
理
事
長
︶
は
６
日

浄
水
部
門
を

中
心
に
各
種
事
業
を
審
議
す
る
浄
水
技
術
委
員
会
を
開
催
し

今
年
度
の
進
捗
や
見
通

し
を
明
ら
か
に
し
た

共
同
研
究
で
は
ウ

ブ
上
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

研

修
・
普
及
活
動
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
取
り
組
む
な
ど

あ
ら
ゆ
る

事
業
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
と
な

て
い
る

今
回
の
会
合
も

出
席
者
の
約
半
数
は
リ
モ

ト
参
加

厚
生
労
働
省
の
熊
谷
和
哉
水
道
課
長
を
交
え
た

意
見
交
換
で
は

産
官
の
委
員
が
各
組
織
の
対
応
状
況
を
紹
介
し
た


　
栗
本
鐵
工
所
を
代
表
企
業

と
す
る
特
定
Ｊ
Ｖ
は

泉
佐

野
市
上
下
水
道
局
か
ら
設
計

・
施
工
一
括
発
注
方
式
︵
Ｄ

Ｂ
方
式
︶
に
よ
る
﹁
泉
佐
野

市
日
根
野
浄
水
場
他
管
路
更

新
業
務
﹂
を
受
注
し

１
日

に
契
約
を
締
結
し
た

Ｎ
Ｓ

形
・
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管
や
水
道
管
工
事
施
工
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し


浄
水
場
と
直
結
す
る
導
配
水

管
な
ど
を
総
延
長
約
１
・
３



に
わ
た
り
更
新
・
耐
震

化
す
る

契
約
金
額
は
３
億

４
１
０
０
万
円

事
業
期
間

は
令
和
４
年
９
月
末
ま
で


　
更
新
の
対
象
と
な
る
の
は

口
径
１
０
０

５
０
０

の

導
水
管
・
配
水
本
管
・
配
水

支
管
・
排
泥
管

同
一
道
路

で
輻
輳
し
た
既
設
管
を
運
用

し
な
が
ら
の
布
設
が
必
要
と

な
り

綿
密
な
計
画
・
設
計

・
施
工
と
工
期
短
縮
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら

民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
や
技
術
提

案
が
期
待
で
き
る
Ｄ
Ｂ
方
式

が
採
用
さ
れ
た


　
事
業
者
選
定
は
公
募
型
プ

ロ
ポ

ザ
ル
方
式
で
行
わ

れ

栗
本
鐵
工
所
は
泉
佐
野

市
認
定
水
道
工
事
業
協
同
組

合
と
の
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
︵
特
定
Ｊ
Ｖ
︶
で
参

加

地
震
等
の
災
害
時
も
管

路
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
ダ

ク
タ
イ
ル
鉄
管
Ｎ
Ｓ
形
・
Ｇ

Ｘ
形
の
採
用

現
場
で
の
簡

単
な
タ
ブ
レ

ト
操
作
に
よ

り
工
事
書
類
作
成
の
効
率
化

・
省
力
化
が
可
能
と
な
る

﹁
水
道
管
工
事
施
工
管
理
シ

ス
テ
ム
﹂
の
導
入
な
ど

重

要
施
設
の
耐
震
化
を
安
全
か

つ
効
率
的
に
施
工
す
る
た
め

の
提
案
を
行
い

最
優
秀
提

案
者
に
選
定
さ
れ

今
回
の

契
約
締
結
に
至

た


　
事
業
に
関
す
る
審
議
の
終

了
後
に
は

来
年
度
以
降
の

活
動
を
見
据
え
た
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た

テ

マ
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で

委
員
が
各

組
織
の
取
組
み
状
況
を
説
明

し
た


　
企
業
委
員
か
ら
は

製
造

・
維
持
管
理
業
務
等
で
の
対

策
と
と
も
に

現
場
パ
ト
ロ


ル
や
社
内
教
育
な
ど
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
進
め
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た

情
報

伝
達
の
ス
ピ

ド
向
上
と
い


た
プ
ラ
ス
面
も
あ
る
が


連
絡
手
段
の
中
心
が
メ

ル

に
な
り

事
業
体
と
の
対
話

の
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
へ

の
懸
念
の
声
も
上
が

た


　
事
業
体
委
員
か
ら
は
勤
務

体
系
の
変
更
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
ほ
か

コ
ロ
ナ
禍
が
事
業

経
営
に
与
え
て
い
る
影
響
に

つ
い
て
も
説
明
が
あ

た


傾
向
と
し
て

使
用
量
は
家

事
用
が
増
加
す
る
一
方
で
工

業
用
水
を
含
め
た
事
業
用
が

大
き
く
減
り

逓
増
制
の
料

金
体
系
と
し
て
い
る
こ
と
で

収
入
も
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
と
い
う

来
年
度
予
算
の

編
成
に
も
影
響
が
生
じ
る
と

の
見
通
し
も
あ

た


　
オ
ブ
ザ

バ

と
し
て
参

加
し
た
厚
労
省
水
道
課
の
熊

谷
課
長
は

８
月
ま
で
に
５

回
に
わ
た
り
行

た
水
道
料

金
の
支
払
猶
予
と
減
免
状
況

に
関
す
る
全
国
調
査
に
言

及

実
施
す
る
べ
き
か
逡
巡

が
あ

た
も
の
の

想
定
以

上
に
回
答
率
が
高
く

結
果

の
還
元
に
も
一
定
の
評
価
が

得
ら
れ
て
い
る
と
の
見
方
を

示
し
た


　
◎
オ
ン
ラ
イ
ン
で
Ｅ
Ｉ
Ｃ

Ａ
研
発
　
参
加
受
付
中
◎

　
環
境
シ
ス
テ
ム
計
測
制
御

学
会
︵
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
は

今

月

日
に
開
く
第

回
Ｅ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
究
発
表
会
の
参
加
申

込
み
を

日
ま
で
受
け
付
け

て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
踏
ま
え
て
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式︵
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
予
定
︶

で
行
う

要
事
前
登
録


　
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
か
ら

概
要

は
次
の
通
り


　
︻
プ
ロ
グ
ラ
ム
︼
Ｅ
Ｉ
Ｃ

Ａ

周
年
活
動
紹
介
・
企
業

表
彰
紹
介
▽
表
彰
式
▽
第
１


６
分
科
会
論
文
発
表

　
︻
日
時
︼

月

日

時

半


時

　
︻
参
加
費
︼

会
員

一

般
９
０
０
０
円

官
公
庁
・

教
育
機
関
４
０
０
０
円

非

会
員

一
般
１
万
２
０
０
０

円

官
公
庁
・
教
育
機
関
７

０
０
０
円

学
生

３
０
０

０
円
　

　
︻
申
込
方
法
︼
協
会
Ｈ
Ｐ

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し


月

日
ま
で
に
メ


ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む

　
︻
問
い
合
わ
せ
︼
電
話
０

９
０
︵
９
２
１
９
︶
４
１
０

６
　
メ

ル
info@eica.

jp

︵
事
務
局
︶

　
ク
ボ
タ
建
設
は

呼
び
径


・
１
０
０
の
ダ
ク
タ
イ
ル

鉄
管
Ｇ
Ｘ
形
・
Ｎ
Ｓ
形
・
Ｅ

種
管
用
簡
易
接
合
器
﹁
サ
イ

ト
コ
ネ
ク
ト
﹂
に
呼
び
径
１

５
０
を
加
え
﹁
サ
イ
ト
コ
ネ

ク
ト
Ⅱ
﹂
と
し
て
販
売
を
開

始
し
た


　
サ
イ
ト
コ
ネ
ク
ト
は


﹁
従
来
の
工
事
現
場
を
も


と
楽
に
ス
ピ

デ


に
で

き
な
い
か
﹂
と
の
観
点
か
ら

ク
ボ
タ
が
開
発
し

平
成


年
５
月
に
販
売
を
開
始

こ

れ
ま
で
に
多
く
の
事
業
体
に

採
用
さ
れ
て
い
る


　
サ
イ
ト
コ
ネ
ク
ト
を
使
用

し
た
接
合
で
は

通
常
必
要

と
さ
れ
る
ス
リ
ン
グ
ベ
ル
ト

や
レ
バ

ホ
イ
ス
ト
の
装
着

が
不
要
に
な
る
と
と
も
に


﹁
て
こ
の
原
理
﹂
を
使
用
し

た
３
ス
テ

プ
の
動
作
の
み

で
素
早
く
簡
単
に
直
管
を
接

合
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る

浅
層
埋
設
で
あ
れ
ば
路

面
か
ら
接
合
す
る
こ
と
も
で

き
る


　
販
売
を
開
始
し
た
サ
イ
ト

コ
ネ
ク
ト
Ⅱ
で
は

対
象
と

な
る
呼
び
径
に
１
５
０
を
追

加

持
ち
手
の
ハ
ン
ド
ル
は

１
本
で
呼
び
径

・
１
０
０

用
と
呼
び
径
１
５
０
用
の
２

種
類
の
チ


ク
に
対
応
で

き
る
仕
様
と
し
て
い
る


　
サ
イ
ト
コ
ネ
ク
ト
Ⅱ
の
製

造
・
販
売
を
担
当
す
る
ク
ボ

タ
建
設
の
大
西
陽
一
京
葉
事

業
所
長
は
﹁
サ
イ
ト
コ
ネ
ク

ト
シ
リ

ズ
は
こ
れ
ま
で
も

お
客
さ
ま
か
ら
﹃
接
合
作
業

が
楽
で
作
業
効
率
が
上
が

り

直
管
が
多
い
現
場
で
使

い
勝
手
が
良
い
﹄
と
好
評
を

得
て
き
た

今
回

お
客
さ

ま
の
ご
要
望
を
踏
ま
え

呼

び
径
１
５
０
に
対
応
で
き
る

こ
と
に
な

た

こ
れ
か
ら

も
管
路
更
新
の
効
率
化
に
少

し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
﹂
と
新
製
品
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る


　
◎
オ
ン
ラ
イ
ン
で
水
道
講

座
　
参
加
者
募
集
中
◎
　
Ｊ

Ｗ
Ｒ
Ｃ
は


月

日
に
ウ


ブ
上
で
開
催
す
る
﹁
第


回
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
水
道
講
座
﹂
の

参
加
申
込
み
を
今
月

日
ま

で
受
け
付
け
て
い
る

参
加

費
無
料


　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｙ
Ｗ
Ｐ
の

協
力
の
下

若
手
実
務
者
を

主
な
対
象
に

さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
す
る
事
業
体
や
民

間
企
業
の
対
応
に
つ
い
て
情

報
提
供
と
意
見
交
換
を
図
る

も
の

今
回
は
国
立
保
健
医

療
科
学
院
の
浅
田
安
廣
主
任

研
究
官
が
﹁
水
道
水
の
カ
ビ

臭
対
策

原
因
藻
類
の
監
視

と
粉
末
活
性
炭
に
よ
る
制

御
﹂
京
都
大
学
大
学
院
の

越
後
信
哉
准
教
授
が
﹁
高
度

浄
水
処
理
の
こ
れ
か
ら

オ

ゾ
ン
処
理
関
連
技
術
の
動
向

と
展
望
﹂
に
つ
い
て
話
題
提

供
す
る


　
詳
細
は
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
Ｈ
Ｐ

か
ら

概
要
は
次
の
通
り


　
︻
日
時
︼

月

日




時
　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を

利
用
し
て
開
催

　
︻
申
込
方
法
︼
Ｈ
Ｐ
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上


月

日
ま
で
に
メ


ル
で
申
し
込
む

定
員

人

で
締
め
切
る


　
︻
問
い
合
わ
せ
先
︼
電
話

０
３
︵
５
８
０
５
︶
０
２
６

４
︵
水
道
講
座
担
当
︶

　
◎
横
浜
で
１
月
に
水
道
技

術
セ
ミ
ナ

◎
　
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ

は

来
年
１
月

日
に
横
浜

市
内
で
開
く
﹁
第

回
水
道

技
術
セ
ミ
ナ

﹂
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る

申
込
締

切
は

月

日

例
年
は
２

日
間
の
開
催
だ
が

今
回
は

１
日
の
み
と
す
る


　
対
象
は
事
業
体
と
関
係
企

業
・
団
体
の
実
務
担
当
者


﹁
水
道
の
ス
マ

ト
化
・
高

度
化
を
目
指
し
て
﹂
を
テ


マ
に

厚
生
労
働
省
や
横
浜

市

学
識
者

Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
ら

が
講
演
す
る


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

鑑
み

会
場
最
大
席
数
２
４

０
席
に
対
し
て
定
員
を
１
０

０
人
と
す
る

マ
ス
ク
の
着

用
や
手
指
の
消
毒

受
付
で

の
検
温
を
必
須
と
し

会
場

内
で
の
食
事
は
不
可


　
詳
細
は
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
Ｈ
Ｐ

か
ら

概
要
は
次
の
通
り


　
︻
日
時
・
場
所
︼
１
月


日

時


時

分
　
神
奈

川
県
民
ホ

ル
︵
横
浜
市
中

区
山
下
町
３

１
︶

　
︻
講
演
テ

マ
※
予
定
︼

水
道
行
政
の
動
向
︵
厚
労
省

水
道
課
︶
▽
水
道
情
報
の
活

用
︵
新
誠
一
・
電
気
通
信
大

学
名
誉
教
授
︶
▽
水
道
の
ス

マ

ト
化
に
向
け
て
︵
石
井

晴
夫
・
東
洋
大
学
大
学
院
客

員
教
授
︶
▽
浄
水
技
術
継
承

支
援
シ
ス
テ
ム
︵
伊
藤
雅
喜

・
立
命
館
大
学
客
員
教
授
︶

▽
西
谷
浄
水
場
再
整
備
計
画

の
取
組
み︵
横
浜
市
水
道
局
︶

▽
公
募
型
実
証
研
究
支
援
事

業
の
紹
介
︵
未
定
︶
▽
Ｊ
Ｗ

Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
産
官
学
の
取

組
み
︵
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
︶

　
︻
受
講
料
︼
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
会

員

１
万
５
０
０
０
円

そ

れ
以
外

２
万
１
０
０
０
円

︵
税
込
︶

　
︻
申
込
方
法
︼
Ｈ
Ｐ
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上


月

日
ま
で
に
メ


ル
で
申
し
込
む

　
︻
問
い
合
わ
せ
︼
０
３

︵
５
８
０
５
︶０
２
６
１
︵
水

道
技
術
セ
ミ
ナ

事
務
局
︶

　
４
月
か
ら
開
始
し
た
厚
生

労
働
科
学
研
究
﹁
水
道
の
基

盤
強
化
に
資
す
る
技
術
の
水

道
シ
ス
テ
ム
へ
の
実
装
に
向

け
た
研
究
﹂
で
は

清
塚
雅

彦
常
務
理
事
が
研
究
代
表
者

と
な

て
３
カ
年
の
研
究
を

行
う

目
標
は
水
道
シ
ス
テ

ム
全
体
で
の
水
質
変
動
や
異

常
の
早
期
発
見
と
し

監
視

す
べ
き
水
質
指
標
の
特
定


そ
れ
ら
を
効
率
的
に
監
視
す

る
技
術
の
開
発

そ
の
技
術

を
組
み
込
ん
だ
水
道
シ
ス
テ

ム
の
評
価
や
改
良
点
の
洗
い

出
し
に
取
り
組
む


　
具
体
の
研
究
は
５
人
の
分

担
者
を
中
心
に
進
め
る

市

川
学
浄
水
技
術
部
長
と
国
立

保
健
医
療
科
学
院
の
島
﨑
大

上
席
主
任
研
究
官
は
事
業
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
文
献
調
査

を

中
央
大
学
の
山
村
寛
教

授
は
ビ

グ
デ

タ
に
基
づ

く
水
質
変
動
の
早
期
予
測
手

法
を

関
東
学
院
大
学
の
鎌

田
素
之
准
教
授
は
水
質
指
標

の
特
定
と
測
定
手
法
を

東

京
大
学
の
三
宅
亮
教
授
は
水

質
セ
ン
サ

と
デ

タ
活
用

手
法
を
担
当
す
る

ま
た


神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業

団
と
神
奈
川
県
企
業
庁

Ｊ

Ｗ
Ｒ
Ｃ
が
協
力
す
る


　
そ
の
ほ
か
浄
水
部
門
か
ら

は
﹁
水
道
に
お
け
る
紫
外
線

処
理
設
備
導
入
及
び
維
持
管

理
の
手
引
き
﹂
を
作
成
す
る

Ｕ
Ｖ

Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ

ク

ト
や

今
年
度
か
ら
Ｊ
Ｗ
Ｒ

Ｃ
に
設
置
さ
れ
た
水
道
情
報

活
用
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様
審

査
委
員
会
に
つ
い
て
説
明
が

あ

た


　
他
部
門
か
ら
は


月
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
水

道
講
座
を

来
年
１
月
に
は

定
員
を
最
大
席
数
の
半
分
以

下
と
し
て
水
道
技
術
セ
ミ
ナ


を
開
催
す
る
︵
と
も
に
別

掲
︶
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
に
対

応
し
た
事
業
の
見
通
し
が
報

告
さ
れ
た

昨
年
度
で
終
了

し
た
管
路
分
野
の
共
同
研
究

﹁
Ｐ
ｉ
ｐ
ｅ
Σ
﹂
に
つ
い
て

は

ウ

ブ
配
信
を
併
用
し

た
成
果
報
告
会
を
展
開
中


オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
が
会
場
参

加
の
人
数
を
上
回

て
い
る

こ
と

遠
方
の
事
業
体
な
ど

か
ら
﹁
会
場
の
み
な
ら
参
加

で
き
な
か

た
﹂
と
い
う
喜

び
の
声
が
届
い
て
い
る
こ
と

な
ど
が
紹
介
さ
れ

中
川
慶

太
管
路
技
術
部
長
は
﹁
今
ま

で
︵
研
究
成
果
が
︶
届
か
な

か

た
事
業
体
に
も
見
て
も

ら
え
る
の
は
大
き
な
メ
リ


ト
﹂
と
の
見
解
を
示
し
た


　
今
年
度
は
委
員
の
改
選
期

に
あ
た
り

今
回
が
初
会
合

と
な

た
こ
と
か
ら

新
任

委
員
の
紹
介
と
委
員
長
の
選

出
も
行
わ
れ
た

委
員
長
は

京
都
大
学
大
学
院
の
伊
藤
禎

彦
教
授
が
引
き
続
き
務
め

る
新
任
委
員
は
次
の
通
り


鹿
島
田
浩
二
︵
水
ｉ
ｎ
ｇ
︶

▽
島
﨑
大
︵
国
立
保
健
医
療

科
学
院
︶
▽
中
田
耕
介
︵
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
︶
▽
橋

本
利
明︵
阪
神
水
道
企
業
団
︶

　
冒
頭
で
あ
い
さ
つ
し
た
安

藤
理
事
長
は

コ
ロ
ナ
禍
に

伴
い

昨
年
度
末
に
承
認
を

得
た
事
業
計
画
に
変
更
が
出

て
い
る
こ
と
を
説
明

﹁
進

め
方

実
施
方
法
な
ど
を
見

直
し
な
が
ら
各
事
業
を
進
め

て
い
る
﹂
と
し
た


　
議
事
で
は

浄
水
部
門
を

中
心
と
し
た
研
究
事
業
等
の

実
施
状
況
を
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
各

部
長
が
説
明
し

委
員
と
意

見
を
交
わ
し
た


　
来
年
９
月
で
３
カ
年
の
研

究
期
間
が
終
了
す
る
浄
水
分

野
の
共
同
研
究
﹁
Ａ

Ｄ
ｒ

ｅ
ａ
ｍ
ｓ
﹂
で
は

ス
マ


ト
な
浄
水
シ
ス
テ
ム
と

官

民
協
業
に
よ
る
技
術
レ
ベ
ル

の
維
持
・
向
上
の
二
つ
の
テ


マ
に
取
り
組
ん
で
い
る


　
ス
マ

ト
な
浄
水
シ
ス
テ

ム
を
扱
う
第
１
研
究
委
員
会

は
﹁
技
術
を
主
軸
と
し
た


具
体
的
な
課
題
解
決
の
入
口

の
提
供
﹂を
目
的
に
事
業
体

の
課
題
を
抽
出
し
た
上
で


解
決
手
段
の
体
系
的
な
整
理

や
事
例
紹
介
な
ど
を
取
り
ま

と
め
る

す
で
に
成
果
物
の

目
次
案
は
完
成
し

現
在
は

内
容
の
作
成
作
業
が
進
行

中

詳
細
な
事
例
調
査
に
は

ウ

ブ
上
で
の
事
業
体
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
も
活
用
し
て
い

る


　
第
２
研
究
委
員
会
で
は


前
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
開
発
し

た
浄
水
技
術
継
承
シ
ス
テ
ム

﹁
Ａ

Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
ｓ
＋
﹂

︵
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
Ｈ
Ｐ
上
で
公

開
中
︶
の
拡
充
と
検
証
を
進

め
て
お
り

来
年
９
月
ま
で

に
シ
ス
テ
ム
全
体
を
完
成
さ

せ
る
方
針

中
で
も
コ
ロ
ナ

禍
の
下
で
一
層
の
活
用
が
期

待
さ
れ
る
ｅ

ラ

ニ
ン
グ

に
つ
い
て
は

水
道
部
門
で

の
経
験
が
５
年
以
下
の
実
務

者
を
対
象
と
し
た﹁
基
礎
編
﹂

を
中
心
に

こ
れ
ま
で
に


コ

ス
を
リ
リ

ス
済
み


現
在
は
事
業
体
委
員
と
内
容

の
レ
ベ
ル
を
調
整
し
な
が
ら

応
用
編
を
作
成
し
て
い
る


Ａ

Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ
ｓ
＋
と
は

別
に

官
民
協
業
に
よ
る
技

術
レ
ベ
ル
の
維
持
・
向
上
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を

継
続
す
る


　
鋼
管
技
術
研
究
会
は
９
月


日

東
京
・
千
代
田
区
の

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ル
本
社
会
議

室
で
活
動
内
容
発
表
会
を
開

き

昨
年
度
か
ら
の
活
動
状

況
を
説
明
し
た

今
年
７
月

に
は
軽
量
鋼
管
が
日
本
消
防

設
備
安
全
セ
ン
タ

︵
Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
︶
の
性
能
評
定
認
証
を

取
得
し

今
後
は
認
証
範
囲

の
拡
大
を
図

て
い
く


　
昨
年
度
の
活
動
と
し
て

は

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
取
得

に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に

那
覇
市
︵
第
４

回
︶
と
大
阪
市
︵
第
５
回
︶

で
鋼
管
技
術
フ


ラ
ム
を

開
催

そ
の
中
で
ユ

ザ


の
軽
量
鋼
管
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
再
認
識
し
た
と
い

う


　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
か
ら
社
員
総
会
を
書
面
審

議
で
行

た

役
員
異
動
で

は

監
事
の
池
田
博
氏
︵
第

一
高
周
波
工
業
︶
の
後
任
に

藤
藁
貴
夫
氏
︵
Ｊ
Ｆ
Ｅ
継

手
︶
釣
谷
宏
行
理
事
︵
シ


ケ

金
属
︶
の
後
任
に
向

井
克
仁
氏︵
同
︶

が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
し
た


　
７
月

日
に

は
軽
量
鋼
管
が

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
の
評

定
認
証
を
取
得

し

消
火
設
備

配
管
へ
の
使
用

が
可
能
と
な


た

軽
量
鋼
管

は
配
管
用
炭
素

鋼
鋼
管
︵
Ｓ
Ｇ
Ｐ
︶
に
比
べ

て

％
薄
く

建
物
の
軽
量

化
や
現
場
施
工
者
の
負
担
軽

減
が
期
待
さ
れ
る

年
内
に

は
非
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ

継
手
と
の
組
み
合
わ
せ
で
拡

大
認
定
の
取
得
を
見
込
ん
で

お
り

大
径
︵
２
０
０
Ａ
以

上
︶
の
追
加
と
合
わ
せ

空

調
分
野
で
も
採
用
拡
大
を
目

指
し
て
い
く


　
対
外
的
な
活
動
に
つ
い
て

は

年
２
回
開
催
し
て
き
た

鋼
管
フ


ラ
ム
は
中
止
と

し
た

こ
れ
に
代
わ
り

他

団
体
へ
の
講
師
派
遣
や
研
究

会
単
独
で
の
ミ
ニ
講
習
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
ま
た


個
別
ユ

ザ

へ
の
Ｐ
Ｒ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
な
ど
も

検
討
し
て
い
く


　
あ
い
さ
つ
し
た
島
本
健
代

表
理
事
︵
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ル

鋼
管
企
画
部
長
︶
は
﹁
利
便

性
が
高
く

施
工
性
に
優
れ

た
軽
量
鋼
管
の
認
証
取
得
の

意
義
は
大
き
い


％
の
管

厚
減
は
実
作
業
で
か
な
り
効

い
て
く
る
の
で
は
な
い
か



月
か
ら
発
売
を
開
始
し


実
績
を
重
ね
た
い
﹂
な
ど
と

展
望
を
話
し
た


　
◎
バ
ル
ブ
フ

ト
五
七
五

　
作
品
募
集
中
◎
　
日
本
バ

ル
ブ
工
業
会
は

バ
ル
ブ
が

い
か
に
広
く
世
の
中
で
使
わ

れ
て
い
る
か
の
周
知
を
目
的

に

暮
ら
し
や
産
業
と
バ
ル

ブ
と
の
つ
な
が
り
を
写
真
と

川
柳
で
表
現
す
る
﹁
第

回

バ
ル
ブ
フ

ト
五
七
五
コ
ン

テ
ス
ト
﹂
を
開
催
す
る

プ

ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
応
募
で
き


締
切
は
来
年
１
月
末


　
作
品
は
バ
ル
ブ
の
写
真
１

点
と

そ
れ
に
相
応
し
い
川

柳
１
点

タ
イ
ト
ル
の
組
み

合
わ
せ
と
す
る

最
優
秀
作

品
賞︵
１
名
︶に
は

万
円


広
報
委
員
長
賞
︵
同
︶
に
は

３
万
円

優
秀
作
品
賞
︵
３

名
︶
に
は
各
３
万
円

入
選

︵
５
名
︶
に
は
各
１
万
円
の

賞
金
が
贈
ら
れ
る


　
さ
ら
に
入
賞
者
に
は
イ
メ


ジ
キ

ラ
ク
タ

﹁
ば
る

ち

ん
﹂
の
グ

ズ
一
式


最
優
秀
作
品
入
賞
者
に
は
記

念
の
盾
も
贈
呈
す
る

工
業

会
は
﹁
ユ

モ
ア
あ
ふ
れ
る

作
品

芸
術
的
な
作
品

ほ

の
ぼ
の
で
き
る
作
品

切
れ

味
鋭
い
作
品
を
期
待
し
て
い

ま
す
﹂
と
し
て
い
る


　
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
工

業
会
Ｈ
Ｐ
か
ら



